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研究内容：天体望遠鏡で観測されたデータの解析から宇宙の成り立ちを探
る・星・惑星形成の観測研究・データ処理の効率化・データベースの構築



Higuchi 2022, Stars and Galaxies 天文月報記事（2024年12月号掲載）



http://www.cfa.harvard.edu/mmw

天の川 
-光と電波で見た夜空-



電波で見る世界 
（低い温度の世界）

低温

• 絶対温度10度-数10度 
（摂氏マイナス200度以下)


巨大

• 広がりは100光年オーダー

• 太陽数十万個分の質量


その成分は

• 水素分子、ヘリウム原子、一酸化
炭素分子、その他いろいろな「星
間分子」が含まれる


• 星間塵（固体微粒子）

新たに生まれる星の材料

NRO



電波望遠鏡の弱点：解像力
• 解像力とは：天体の細かい構造を見分ける力 

– 例1：45m望遠鏡で波長3mmのミリ波を観測 

• 45,000mm / 3mm = 15,000 

– 例2：私たちの目（瞳の直径7mm） 

• 7mm / 0.0005mm = 14,000

望遠鏡の口径
観測に使う波長

解像力 ＝



Atacama Large Millimeter/submillimeter Array (ALMA) 
アタカマ大型ミリ波サブミリ波干渉計

ALMA (ESO/NAOJ/NRAO)



ALMA Partnership et al. 2015                  100 au

おうし座HL星周囲の原始惑星系円盤

Kwon et al. 2011



ALMA (ESO/NAOJ/NRAO)

おうし座HL星周囲の惑星形成の現場の円盤



ALMA/NAOJ

惑星系形成過程とその多様性

•原始惑星系円盤から系外惑星までの間をつなぐ役割 
•ガスの散逸タイムスケールに対する制限を与える 
•惑星系の多様性を物理・化学的観点から探る

多様な惑星系・巨大惑星若い段階での惑星形成?

原始惑星系円盤 残骸円盤 惑星系



Higuchi et al. 2017 
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残骸円盤における炭素ガスの初検出

ASTE 望遠鏡 : 49 Ceb 
NAOJ



Higuchi et al. 2019 (a) 
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ALMA望遠鏡による炭素ガスの検出

ALMA 望遠鏡 : 49 Ceb 

100 天文単位

炭素原子ガス
ALMA (ESO/NAOJ/NRAO)



宇宙で13Cスペクトル線の初検出
Higuchi et al. 2019 (b)

2.2 km/s

←[C I]3P1-3P0[13C I]3P1-3P0↓



現在進行中の研究・教育活動



東京電機大学 佐藤駿汰郎・堰澤咲弥 卒業論文予定（2025年度） 

天文データベースの構築・運用



Black Hole Explorerミッションの地上観測網の検討

北半球の上位10%の観測局ネットワーク北半球の上位10%の観測局の利用頻度

天体画像 擬似観測 (u,v)-coverage

解析

東京電機大学 吉田輝 卒業論文（2024年度）

東京電機大学 
大学案内2026 


